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監査役等就任時の引継ぎについての実態調査アンケート集計結果 

 

アンケート実施対象：関西支部実務部会、情報交換会登録者及び本部、中部、九州支部実

務部会幹事 

アンケート実施期間：2025 年 5月 19 日（月）～6月 6日（金） 

回答者数：２５０社/８３０社 

回答率：３０.１％ 

＊未回答も存在するため、合計２５０社とならない集計表もあります。また割合は未回答を

控除した回答人数を分母にて計算 

 

Ⅰ．基本情報 

１－１．ご自身の監査役等の経験状況  

 

 

１－２．ご自身の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1-1.ご自身の監査役等の経験状況 回答数 割合

①現在の会社が初めての監査役等への就任 208 83.9%

②過去に他社で監査役等経験済み 40 16.1%

１－２．ご自身の属性 回答数 割合

①常勤社内 204 81.6%

②常勤社外 41 16.4%

③非常勤社内 1 0.4%

④非常勤社外 4 1.6%
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１－３．ご自身の就任年月 

 

 

１－４．監査役等就任前の経歴（複数回答） 

 

 

⑧その他の具体的な内容 

・親会社役職員                ・子会社役員 

・弁護士                   ・会計士 

・製造、技術系                ・金融機関 

・他社経営者 

 

 

 

１－３．ご自身の就任年月 回答数 割合

2025年～ 3 1.2%

2024年1月～12月 46 18.4%

2023年1月～12月 42 16.8%

2022年1月～12月 38 15.2%

2021年1月～12月 32 12.8%

2020年1月～12月 19 7.6%

2019年1月～12月 22 8.8%

2018年1月～12月 15 6.0%

2017年1月～12月 9 3.6%

2016年1月～12月 8 3.2%

2015年1月～12月 8 3.2%

2008年6月～2014年12月 8 3.2%

１－４．監査役等就任前の経歴 回答数 割合

①社内管理系部門 105 42.0%

②社内事業系部門 43 17.2%

③社内監査系部門 32 12.8%

④他社監査役等 25 10.0%

⑤他社管理系部門 23 9.2%

⑥他社事業系部門 17 6.8%

⑦他社監査系部門 10 4.0%

⑧その他 57 22.8%
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１－５．上場区分 

 

 

１－６．資本金 

 

 

１－７．機関設計 

 

 

１－８．監査役等の補助使用人の有無 

 

１－５．上場区分 回答数 割合

①プライム市場 107 42.8%

②スタンダード市場 54 21.6%

③グロース市場 9 3.6%

④その他上場 8 3.2%

⑤非上場 72 28.8%

１－６．資本金 回答数 割合

①～5億円未満 52 20.8%

②5億円以上～30億円未満 80 32.0%

③30億円以上～50億円未満 22 8.8%

④50億円以上～100億円未満 31 12.4%

⑤100億円以上～ 65 26.0%

１－７．機関設計 回答数 割合

①監査役（会）設置会社 176 70.4%

②監査等委員会設置会社 73 29.2%

③指名委員会等設置会社 1 0.4%

④その他、監事設置会社等 0 0.0%

１－８．監査役等の補助使用人の有無 回答数 割合 回答数 割合

①監査役等スタッフの設置あり 116 46.8% ― ―

38 33.0%

14 12.2%

63 54.8%

②監査役等スタッフは設置されていない 132 53.2% ― ―

 専任スタッフのみ

 専任・兼務スタッフ

 兼務スタッフのみ
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１－９．内部監査部門の有無 

 
 

 
 

１－１０．監査役等の改選期（任期）の調整の有無 

 
 

回答数 回答者数

専任 兼務

１名 28 53.8% 46 59.7%

２名 7 13.5% 15 19.5%

３名 6 11.5% 10 13.0%

４名 4 7.7% 4 5.2%

５名～ 7 13.5% 2 2.6%

平均 2.3名 ― 1.7名 ―

割合 割合１－８．監査役等の補助使用人数

１－９．内部監査部門の有無 回答数 割合 回答数 割合

①内部監査部門設置あり 238 95.2% ― ―

166 69.7%

44 18.5%

28 11.8%

②内部監査部門は設置されていない 12 4.8% ― ―

 専任のみ

 専任・兼務

 兼務のみ

回答数 回答者数

専任 兼務

１名 44 21.0% 38 52.8%

２名 31 14.8% 10 13.9%

３名 25 11.9% 12 16.7%

４名 28 13.3% 3 4.2%

５名～１０名 50 23.8% 8 11.1%

１１名～２０名 20 9.5% 1 1.4%

２０名～ 12 5.7% 0 0.0%

平均 6.2名 ― 2.4名 ―

１－９．内部監査部門の人数 割合 割合

１－１０．監査役等の改選期（任期）の調整の

有無
回答数 割合

①全員が交代とならないよう改選期を調整してい

る
37 15.0%

②改選期の調整はされていない（結果的に異なっ

ている場合はこちらを選択下さい）
210 85.0%
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１－１１．１－１０で①を選択した場合、どのような調整を図っていますか。理

由があれば理由も合わせてご回答下さい。 

・今回の自分の就任時は、他の監査等委員の異動がなく、異動時期が異なっています。基

本的には全員が同じタイミングで変わることがないようにすると考えます。 

・常勤と非常勤の任期それぞれを調整 理由：監査役会としての継続性を維持するため。 

・常勤２名なので、一度に交代は避ける。 

・常勤と非常勤の任期を調整。 

・常勤と非常勤の交代時期、及び常勤の中でも同時にならない様に候補者選びから準備

している。 

・常勤 2 名が同時に交代とならないように調整している。非常勤 2 名が同時に交代とな

らないように調整している。 

・常勤監査役については、経理系と事業技術系の 2名体制で、1年ずらしている。社外監

査役は 3名の体制であるが、2名は同じ改選期であるが、1名はずらしている。 

・常勤（社内）２名の交代時期を調整している。 
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Ⅱ．監査役就任当時の状況     

  

２－１．ご自身が監査役等候補者として決まったのを知ったのは、株主総会を

基準としていつ頃ですか。（選任議案の取締役会決議ではなく打診や内諾を基準

としてご回答下さい）。 

 

⑥その他の具体的な内容 

・株式公開準備をしている会社に監査役として就任（時期的には、定時株主総会の３か月

前～６か月前に臨時株主総会を開催し就任）。 

・監査役設置会社から監査等委員会設置会社への移行計画と併せて検討開始。全監査役

は任期満了により退任し、横滑りはなし。全く新しく取締役監査等委員を選任。 

・株主総会後の子会社の役員人事が毎年３月の親会社の役員会（取締役会）で決議され

る。 

・事前に監査役就任についての打診を受けた。 

・前任者の退任が決まった 2023 年 1 月頃に 1 年半後の 2024 年 6 月総会での就任と私自

身の執行役員の定年 1年延長とを合わせて口頭で打診を受けた。 

・銀行を退職して当社に入社した時から内諾を受けていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１．ご自身が監査役等候補者として決

まったのを知ったのは、株主総会を基準とし

ていつ頃ですか。

回答数 割合

①株主総会の１ヵ月前～２ヵ月 44 17.7%

②株主総会の２ヵ月前～３ヵ月 57 22.9%

③株主総会の３ヵ月前～６ヵ月 110 44.2%

④株主総会の６ヵ月以上前 29 11.6%

⑤その他 9 3.6%
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２－２．前任者は退任後、どのような立場となりましたか。 

 

 

⑤その他の具体的な内容 

・補欠の監査等委員である取締役。 

・前任者と２か月間だけ顧問契約を締結。2週間に 1度 1時間程度 WEB ミーティングで質

問に答えていただきました。結果的には期間中質問することもあまりなく、その後も困

ったことも不明なこともほとんどなかった。 

・２年間顧問として、私の教育係となっていただいた。 

・監査役スタッフとして雇用契約。 

・引き続き、監査役（非常勤）として在籍。 

・子会社の監査役に就任した。 

・関係会社の常勤監査役に就任。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２．前任者は退任後、どのような立場と

なりましたか。
回答数 割合

①顧問などへ就任し、何かしら会社と繋がりが

あった
52 20.8%

②執行側へ就任した 10 4.0%

③完全に会社から退任した 143 57.2%

④会社として初就任のため、前任はいない 8 3.2%

⑤その他 37 14.8%
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２－３－１．就任当時何から始めましたか。（複数回答） 

 

 

2-3-1⑧その他の具体的な内容 

・全社内取締役、全執行役員との個別面談。 

・監査役スタッフの時から、監査役監査に携わってきたため、その時から上記を確認する

事や、延長上で実施。 

・監査役会から監査等委員会に移行する予定であったので「監査等委員会監査等基準」、

「監査等委員会規程」、「内部統制システムに係る監査等委員会監査の実施基準」を日本

監査役協会のひな型を参考に見直しを行っていました。 

・親会社の作成したテキストの閲覧。 

・前任者からの引継ぎ。 

・証券会社の担当者へ相談（上場準備を機に就任したため）。 

・社内の先輩監査役との MTG（常勤 2名体制であり、任期がずれていたためレクチャーし

て頂けた）。 

・監査役あてに複数件内部通報のあった子会社の調査。結果、代表取締役の解任となっ

た。 

・前任者の活動内容をＰＣデータや資料より確認。 

・親会社のグループ監査役連絡会へ出席。 

 

 

 

 

 

２－３－１．就任当時何から始めましたか。 回答数 割合

２－4．その中で効果が高かった項目 回答数 割合
①監査役等に関連する書籍、資料を閲覧（日本

監査役協会公表物を除く）
184 73.6% 91 49.5%

②日本監査役協会の公表物を閲覧 200 80.0% 166 83.0%
③監査役等に関連する研修会を受講（日本監査

役協会主催以外）
42 16.8% 34 81.0%

④日本監査役協会の研修会を受講 189 75.6% 162 85.7%
⑤日本監査役協会の実務部会・情報交換会へ参

加
142 56.8% 111 78.2%

⑥会社情報の収集（規則や開示情報など） 112 44.8% 50 44.6%

⑦他社の監査役（経験者）等へ相談 37 14.8% 25 67.6%

⑧その他 25 10.0% 13 52.0%
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2-4⑧その他の具体的な内容 

・日本監査役協会の方に個別質問に対応して頂いたこと。 

・中部支部が出している「チェックリスト」で具体的な監査ポイントが分かった。 

・前任者からの引継ぎと親会社の非常勤監査役からの指導。 

・証券会社の担当者へ相談（IPO 目的のための就任だったため）。 

・『監査役になるとき一番最初に読む本』（セブンライツ法律事務所／㈱アニモ出版） 

・前任者の監査調書等を閲覧。 

・前任者の活動の確認。 

・もう一人の常勤監査等委員からの OJT。 

・会社特有の課題につき会社関係者からヒアリング。 

・会計事務所や法律事務所のサイト。 

・前任者からのレクチャー。 

 

２－３－２．２－３－１で①または②を選択された場合、何を閲覧しましたか。

（複数回答） 

【日本監査役協会公表物】 

・「監査役/監査等委員/監査委員 新任ガイド」 

・「監査役監査実施要領」 

・「月刊監査役」 

・「監査役小六法」 

・「監査役監査と監査役スタッフの業務」 

・監査役監査基準等、監査役会規則等 

・監査役協会 HP 内の電子図書館内、各種サンプル調書 

・「中小企業会社の「監査役監査基準」の手引書」 

・「会計監査人非設置会社の監査役の会計監査マニュアル」 

・新任監査役向け講習の受講及びテキスト等 

 

【一般公表物】 

・「監査役監査の実務と対応」高橋均（同文舘出版） 

・「監査役になったらすぐ読む本」小川文雄（同文舘出版） 

・「監査役監査の基本がわかる本」EY 新日本有限責任監査法人（同文舘出版） 

・「監査役のための会計知識と決算書の読み方 分析の仕方」山添清昭（同文舘出版） 

・「経営を監視する監査役―日本型ガバナンスのキーパーソン」別府正之助（同文館出版） 

・「監査役事件簿」真田宗興（同文館出版） 

・「社外取締役・監査役の実務」箱田順哉/安田正敏（同文館出版） 

・「監査役・監査(等)委員監査の論点解説」高橋均 （同文館出版） 
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・「監査役とは何か-日本型企業システムにおける役割」西山芳喜（同文館出版） 

・「取締役の法律知識」中島 茂・著(日経文庫) 

・「監査役実務入門」國吉信男/松永望/栁澤文夫/加藤孝子（国元書房） 

・「旬刊商事法務」（商事法務） 

・「監査役・監査等委員・監査委員ハンドブック」中村直人/仁科秀隆（商事法務） 

・「監査役ガイドブック」経営法友会 会社法研究会編（商事法務） 

・「取締役ガイドブック」経営法友会 会社法研究会編（商事法務） 

・「ガイダンス監査役・監査役会の実務」松山遙/佐藤香織/中川直政（商事法務） 

・「Q＆A 監査等委員会設置会社の実務」太子堂厚子（商事法務） 

・「会社法」法令集（中央経済社） 

・「監査役の実務ガイドブック」長谷川茂男（中央経済社） 

・「グループ会社リスク管理の法務」高橋均（中央経済社） 

・「海外子会社のリスク管理と監査実務」長谷川俊明（中央経済社） 

・「詳解監査役の実務」佐藤孝幸（中央経済社） 

・「新・会社法実務問題シリーズ／７会社議事録の作り方」森・濱田松本法律事務所、松

井秀樹（中央経済社） 

・「株主総会・取締役会・監査役会の議事録作成ガイドブック」三井住友信託銀行ガバナ

ンスコンサルティング部  編（商事法務） 

・「新 監査役の法律と実務」森井英雄（税務経理協会） 

・「監査役監査のすすめ方」重泉良徳（税務経理協会） 

・「会社法 実務スケジュール」共編／東京八丁堀法律事務所 橋本副孝（弁護士）、吾妻

望（弁護士）、菊池祐司（弁護士）、笠浩久（弁護士）、中山雄太郎（弁護士）、獨協大学

法学部 高橋均（教授）（新日本法規） 

・「基礎から学べる会社法」近藤光男/志谷匡史/石田眞得/釜田薫子（弘文堂） 

・「会社法」神田秀樹（弘文堂） 

・「監査役になるとき一番最初に読む本」セブンライツ法律事務所（アニモ出版） 

・「監査役になったら一番はじめに読む本」佐藤敏昭（東洋経済新報社） 

・「内部監査実践ガイド」箱田 順哉（東洋経済新聞社） 

・「内部監査人の実務テキスト」島田裕次/清水京子/村田一（日科技連出版社） 

・「よくわかる監査役になったら事典」浜辺陽一郎（中経出版） 

・「ビジネス会計検定試験公式テキスト３級・２級」大阪商工会議所編（中央経済社） 

・『社外監査役等ハンドブック』日本公認会計士協会編（日本公認会計士協会） 

・「よくわかる簿記シリーズ 合格テキスト 日商簿記３級」TAC株式会社編（TAC 出版） 

・『生協監事のガイドブック』麻野浅一（日本生活協同組合連合会） 

・『生協監事監査ハンドブック』＜上・下＞ 日本生活協同組合連合会/編 

・『会社法』伊藤雄司/笠原武朗/得津晶（日本評論社） 
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・「会社法」田中亘（東京大学出版会） 

 

【その他】 

・各種法令 

・監査懇話会のホームページ 

・親会社の新任監査役就任動画と市販の書籍 

・監査計画及びチェックリスト 

・前任監査役の資料一覧（役割、会社法等の法令、実務等の年間計画） 

・会社に保管されている過去の資料 

・「役員の手引き」（親会社が編集・発行） 

 

２－５. 参考になった、印象に残った書籍・受講してよかった研修会講座テー

マ・内容などがあれば、ご記入ください。 

【日本監査役協会公表物】 

・「監査役/監査等委員/監査委員 新任ガイド」 

・「監査役監査実施要領」 

・「月刊監査役」 

・「監査役小六法」 

・「監査役監査と監査役スタッフの業務」 

 

【一般公表物】 

・「監査役監査の実務と対応」高橋均（同文舘出版） 

・「監査役になったらすぐ読む本」小川文雄（同文舘出版） 

・「監査役監査の基本がわかる本」EY 新日本有限責任監査法人（同文舘出版） 

・「監査役・監査(等)委員監査の論点解説」高橋均 （同文館出版） 

・「取締役の法律知識」中島 茂・著(日経文庫) 

・「監査役実務入門」國吉信男/松永望/栁澤文夫/加藤孝子（国元書房） 

・「監査役・監査等委員・監査委員ハンドブック」中村直人/仁科秀隆（商事法務） 

・「監査役ガイドブック」経営法友会 会社法研究会編（商事法務） 

・「株主総会想定問答集」河村貢/豊泉貫太郎/河和哲雄/蜂須優二/岡野谷知広（株式会社 

商事法務） 

・「グループ会社リスク管理の法務」高橋均（中央経済社） 

・「海外子会社のリスク管理と監査実務」長谷川俊明（中央経済社） 

・「新・会社法実務問題シリーズ／７会社議事録の作り方」森・濱田松本法律事務所、松

井秀樹（中央経済社） 

・「株主総会・取締役会・監査役会の議事録作成ガイドブック」三井住友信託銀行ガバナ
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ンスコンサルティング部  編（商事法務） 

・「監査役監査のすすめ方」重泉良徳（税務経理協会） 

・「会社法 実務スケジュール」共編／東京八丁堀法律事務所 橋本副孝（弁護士）、吾妻

望（弁護士）、菊池祐司（弁護士）、笠浩久（弁護士）、中山雄太郎（弁護士）、獨協大学

法学部 高橋均（教授）（新日本法規） 

・「監査役になるとき一番最初に読む本」セブンライツ法律事務所（アニモ出版） 

・「よくわかる監査役になったら事典」浜辺陽一郎（中経出版） 

・「この一冊ですべてがわかる会計の基本」岩谷誠治（日本実業出版社） 

・「監査役の矜持 ―曲突徙薪に恩沢なく」岡田譲治/加藤裕則（同文舘出版） 

・「監査役の覚悟」高桑幸一/加藤裕則（同文館出版） 

・「監査役野崎修平」能田茂（集英社） 

・「現代の実践的内部監査」川村眞一（同文館出版） 

・「月刊監査研究」（日本内部監査協会） 

 

【日本監査役協会研修講座】＊同講師類似内容は最新年度のテーマで表記しております。 

・監査実務研修合宿講座 

・監査役全国会議 

・『監査役の仕事をｅラーニングで学ぶ』 

〇髙橋均 

「期末・期初における監査等の職務に関する法と実務～法規定及び実務の確認と留意点

～」 

「実効的な期中監査の実践的方法～不正防止のための内部統制システムの法制度と検証

実務も含めて～」 

「監査調書及び各種議事録に関する法と実務～監査役として理解しておくべき実践応用

講座～」 

〇村中徹 

「株主総会への対応と監査役員の実務課題」 

「監査役（監査委員・監査等委員）のためのコンプライアンスの実務 －企業不祥事への

対応と監査の視点－ 

〇竹内朗 

「3つの場面で整理する監査役等の役割」 

〇大川治 

「監査役会等の運営・議事録作成実務と留意事項・チェックポイント 

〇角田大憲 

「取締役の役割と責任」 

「会社法関係法令の条文構造から学ぶ監査役等の役割」 
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〇太田達也 

「期末会計監査の実務上の留意点」 

「事業報告・計算書類等の作成上の留意点と監査について」 

〇谷保廣 

・「内部統制と ERM」 

・「監査役等が押さえておくべきサステナビリティ開示の論点」 

〇山口利昭 

「近時の不祥事等から押さえておきたい企業の有事対応と監査役員の留意点」 

〇山添清昭 

「2025 年 3 月期の株式会社の会計・監査の最新の留意点と実務対応」 

「不正会計の最新の実例分析と監査役等監査の留意点 －グループ企業の不正に対する

監査を中心に－」 

〇佐藤和希 

「有価証券報告書の開示内容と監査役等のチェックポイント」 

〇岩崎淳 

「監査役等の会計監査と会計監査人の監査」 

「経理部門経験のない監査役等のための会計基礎講座」 

〇宇賀神崇 

「”取締役のハラスメント”に関する内部通報の調査手法と監査役等の留意点」 

〇原吉宏 

「新任監査役等として押さえておきたい事例選」 

〇佐和周 

「監査役員が押さえたい税効果会計の基本」 

「監査役員として押さえておきたい海外子会社管理の会計・税務・財務－不正リスク対応

のケースを中心に」 

〇田中秀樹 

「監査役・監査委員・監査等委員の年間活動について－「監査報告」を通して－」 

〇疋田鏡子 

「財務報告内部統制の基礎知識と監査役員の役割～内部統制基準・実施基準の改訂をふ

まえ～」 

〇小柿徳武 

「内部統制の本質を踏まえた監査役等による監査」 

〇合力知工 

「今、監査役等に求められる「柔軟なモノの見方」と経営理念」 

〇楠木建 

「逆・タイムマシン経営論」 
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〇辻さちえ 

「不正・不祥事事例から考える－グループガバナンスと監査役監査の留意点」 

〇中山達樹 

「With コロナにおけるあるべきコンプライアンス～監査役等として知っておきたいイン

テグリティの必要性と考え方～」 

〇李政潤 

「同意なき買収と取締役・監査役等に求められる役割」 

〇寺田寛 

「内部通報を契機とした不正対応実務と効果的な調査のための手法 ～消費者庁の検討

会による今後の法改正動向も含めて～」 

 

【日本監査役協会講演会】 

〇西山芳喜 

・『監査役・監査委員・監査等委員への就任前後に見ておくべき講座』「監査役等の立ち位

置とその役割について」 

・「日本型企業統治システムの要としての監査役等の役割について～投資家等の質問に答

える」 

・「改めて知る監査役のこと」 

 

【情報交換会等】 

・新任監査役等情報交換会 

・実務部会 

 

【他団体セミナー】 

〇小川康 

新任役員セミナー経営戦略編「適切な議論に基づく透明性の高い投資効果と意思決定

～仮説指向計画法＝DDP」 
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２－６．過去に他社で監査役等を経験されていた場合、現在の会社へ就任時は

何から始めましたか。（複数回答） 

 

 

⑧その他の具体的な内容 

・会社法、リスクマネジメント、サステナビリティ、監査等委員会設置会社に関する書籍 

・私が常勤監査役１一人目だったため、常勤としてすべき監査役監査事項の計画（法令・

会計・妥当性監査）と日常の監査役会・連絡会等の設置、重要会議への出席など、一連

について、社長・経営企画部門、及び非常勤監査役と考え方等の擦り合わせを実施。 

・親会社が作成している監査役サポートブック(内部資料)。 

・他社社外監査役を 2年経験しましたが、独立行政法人の社外監査役であったため、私企

業の監査役活動とは全く違っていました。 

・①各取締役、部長へのヒアリング。 

②販売・在庫・財務等の実績把握、各補助簿の参照方法の把握。 

・役員、社員との面談等による関係構築と情報収集。 

・過去実務部会でお世話になった方にブランク（数か月）を埋めるため相談、悩みや不明

点をご教授頂き、新しく選任頂いた監査役等の仕事に自信を持って取り組めました。 

 

 

 

 

 

２－６．過去に他社で監査役等を経験されて

いた場合、現在の会社へ就任時は何から始め

ましたか。

回答数 割合

①監査役等に関連する書籍、資料を閲覧（日本

監査役協会公表物を除く）
9 22.5%

②日本監査役協会の公表物を閲覧 16 40.0%
③監査役等に関連する研修会を受講（日本監査

役協会主催以外）
4 10.0%

④日本監査役協会の研修会を受講 16 40.0%

⑤日本監査役協会の実務部会・情報交換会へ参

加
19 47.5%

⑥会社情報の収集（規則や開示情報など） 29 72.5%

⑦他社の監査役（経験者）等へ相談 5 12.5%

⑧その他 8 20.0%
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２－７．前任者から監査役等の業務や過去の監査活動について、引継ぎはあり

ましたか。（複数回答） 

 

２－７．前任者から監査役等の業務や過去の

監査活動について、引継ぎはありましたか。
回答数 割合

①前任者から引継ぎがあった 198 80.2%

②監査役等スタッフ経由で引継ぎ（説明）が

あった
18 7.3%

③引継ぎはなかった（前任と会えなかった） 33 13.4%

④前任はいなかった（ご自身から監査役等設

置）
9 3.6%
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Ⅲ．引継ぎの状況 

 

３－１．引継ぎを受けた時期はいつ頃ですか（複数回答）。 

 

⑤その他の具体的な内容 

・就任当時は 2 名の常勤がいたため、前任からの引継ぎはなかったが、もう 1 名から必

要に応じ引継ぎを受けた。 

・内定から就任までの数か月。 

・総会までの数日。 

・監査役スタッフの時から、日常の監査活動を自己学習しながら＋定期的な指導を受け

て＋現状も引き継ぎ期間。 

・前任者が監査役スタッフとして残ったため、都度、打合せを行った。 

・監査役就任までの期間は、監査役室に所属。 

・内示の時点で前任者からの引継ぎをスタートした。 

・株主総会 6 か月前に監査等委員会スタッフとして着任。以降、徐々に前任者から引継

ぎ。選任議案確定後は、具体的な引継ぎ資料も用意してもらい説明を受けた。 

・就任の内定を頂いた段階から機会あるごとに情報を頂いた。併せて就任後も監査役同

士の情報交換 MTG を行い、情報提供をしていただいた。 

・前任者との引継以外に、別の常勤監査等委員が続投しておられたので、その後の職務遂

行時には引継と同様の効果があった。 

・前任者は顧問として 1 年間在籍したので、実査や往査などに付き添って指導をしてく

れた。 

 

 

 

 

 

３－１．引継ぎを受けた時期はい

つ頃ですか
回答数 割合

①選任議案が確定してから株主総会前

日までの間
154 75.1%

②株主総会前日 3 1.5%

③株主総会当日 3 1.5%

④株主総会翌日から一定期間内 40 19.5%

⑤その他 26 12.7%
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３－２．引継ぎはどれくらいの期間で行われましたか。 

 
 

⑥その他の具体的な内容 

・数日程度。 

・数時間程度。 

・期間は１ヶ月少しだったが、コロナ禍の中で、対面はほとんどなく、かつオンラインで

もあまりなかった。 

・前任者が社内に在席していたため、必要の都度、質問等が出来る環境であった。 

・前任者作成の概要資料を渡され、それ以外は週次で打合せを設定して疑問があればそ

の際に質問をする。この週次打合せを 1ヶ月（約 4回実施）。 

・引継ぎ業務は、監査役室所属となった最初の 1日間。その後は、資料を閲覧し、随時質

問した。 

・自身の就任一年目は前任者の最終任期の年（4 年目）であったので、就任後 年間を通

じて。 

・具体的な引継ぎは３ヶ月。 

・2名の常勤監査役のうち 1名の改選だったので、前任者からは簡単な説明のみで、もう

1 名の常勤監査役に聞くことで理解していった。 

・前任者が退任後も社内に在籍し、かつ席も近いことから引き継ぎに関する事項の他、随

時情報交換していた。 

・前任者が、退任後１年間顧問として在籍していたため、都度確認することが出来た。 

・選任が決まって以降株主総会までの間、各種書類・資料、年間スケジュール、監査役主

催会議等について説明を受けた。また、前任は参与（従業員ではない職位）として管理

３－２．引継ぎはどれくらいの期

間で行われましたか。
回答数 割合

①資料などを受領したのみ 27 13.2%

②１日程度 70 34.1%

③１週間程度 26 12.7%

④１ヵ月程度 18 8.8%

⑤１ヵ月以上 37 18.0%

⑥その他 27 13.2%
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部門に残っていたこともあり、1年間監査役会にもオブザーバーとして出席して貰い、

法的な必須事項に漏れがないかのチェックや、監査役会以外でも不明点について質問

しアドバイスを受けた。 

・他社から就任約３ヶ月前に出向、前任者の出席会議等への同席をさせていただいた。 

・4 月 1日に執行部を外れてから株主総会までが引継期間となった。その間引継資料の確

認や各種資料による知識の習得を行った。 

 

３－３．どのような資料の引継ぎがなされましたか。（複数回答） 

 

 

⑦その他の具体的な内容 

・監査等委員会の資料。 

・資料フォーマットの USB メモリを渡された。保管書類の場所を教わった。 

・前任の監査業務内容は、参考にならなかった。２年目から、協会で学習した内容に変更

した。 

・監査役活動記録。 

・1か月間のおおよその監査実施項目。 

・監査役会規程・監査役監査基準。 

・グループ監査役会の運営方法。 

・稟議の閲覧実績、会議等への出席実績リスト（年度初めから着任まで）。 

・当社の監査役の業務内容に関する簡単なメモ（項目だけを記載したもの）。 

・近時の不詳事・内部統制システム課題に関する資料。 

・会計監査人関連の資料、会計監査人とのコミュニケーション記録。 

・監査活動（重要会議、重要書類、集中監査、会計監査人との連携、内部監査部門との連

携、社外取締役との情報交換、年間行事 等々）。 

３－３．どのような資料の引継ぎ

がなされましたか。
回答数 割合

①監査役会議事録等 137 66.8%

②年間監査計画 178 86.8%
③監査調書（取締役ヒアリング記録な

ど）
98 47.8%

④監査調書（往査記録など） 122 59.5%
⑤過去の執行側への指摘事項（フォ

ロー状況など）
58 28.3%

⑥監査報告 126 61.5%

⑦その他 40 19.5%



20 

 

・監査役会実効性に関する取り組み状況・課題。 

・引継書。 

 

３－４．資料以外でどのような内容の引継ぎがなされましたか。（複数回答） 

 

⑤その他の具体的な内容 

・社外監査等委員視点での課題認識の共有。 

・コンプライアンス委員会、事業・組織・風土に関する気付き。 

・日本監査役協会の監査役交代や活用方法。 

・前任者の監査役協会での活動状況。 

・総会後の第一回監査役会の段取りと監査計画の発表の仕方。 

・書類では分からない、会社の状況や課題等について情報提供を頂いた。 

・自分から聞きたいことを一覧にし、前監査役の時間を確保。その際に職務の説明や活動

の目的などの引継ぎあり。 

・前任者の監査役活動に係る課題認識。 

・関係者(執行側、監査人、社外監査役)とのコミュニケーションの方法について。 

・監査の心得とか、監査の考え方（内部監査との連携、監査としてのＰＤＣＡの回し方）

などのレクチャーを受けた。あと、子会社各社の状況も情報共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－４．資料以外でどのような内

容の引継ぎがなされましたか。
回答数 割合

①監査役等の職務の説明 125 61.0%

②関係者との挨拶、引継ぎ 62 30.2%

③各監査活動の具体的な進め方 91 44.4%

④就任後、当面実施すべき活動内容 112 54.6%

⑤困った際の相談先 30 14.6%

⑥その他 17 8.3%
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３－５．どのような方法で引継ぎがなされましたか。（複数回答） 

 

⑤その他の具体的な内容 

・一年間、任期が重なった。 

・協会の書籍、新任ガイドをしっかり読むようにアドバイスがありました 

・別途、各部門の実務責任者から業務内容の説明あり（理系の知識が必要で、なかなか理

解できるものではないが）。 

・監査活動は同僚監査役に同行して実施。弊社の監査活動の作法を習得。 

・関係先への同行挨拶。 

・前監査役が出席している各種会議に自分が同席。 

 

３－６．引継ぎで印象に残っている内容や引き継がれて良かった事項があれば、

ご紹介ください。 

・前任者から見た経営陣(社長をはじめとした執行幹部)に対する評価（いい点、悪い点、

得意分野、不得意分野など）。 

・監査役就任前ながら、何度か往査に同行できたこと。 

・前任監査役が、監査役就任初年度に特に心がけられた行動とその理由を本音ベースで

引き継いで頂いたことは大変良かったと思います。 

・監査役会を傍聴させてもらったり、当時の常勤監査役と内部監査との共同監査を行う

ことで OJT？？での監査役会の運営方法や監査役実務が理解できた。 

・日本監査役協会での活動についての引き継ぎ。 

・印象に残っているというよりは、可能であれば、１期（２年 or４年）でも監査役期間

が重なっている方が良い、と今振り返って思う。 

・監査役としての月次の活動報告をまとめていた資料がわかりやすかったです（監査役

会報告用資料）。 

・職場の就業環境、人間関係、事業部による気風の違いなど。 

・資料を確認してあとは自分なりに実施すればといいと説明されたこと。 

３－５．どのような方法で引継ぎが

なされましたか。
回答数 割合

①口頭での引継ぎ 166 81.0%

②書面、資料などの引継ぎ 168 82.0%

③オブザーバー出席など実務への同席

など
42 20.5%

④執行部門や監査役等スタッフからの

説明
26 12.7%

⑤その他 8 3.9%
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・監査等委員会の事務局だったので、引き継ぎはスムーズだった。 

・監査役実務の書面引継ぎは助かりました。ただ、前任者は、あまり各重要会議、取締役

会では、発言されてなかったようでしたので、反面教師じゃないですが、会議等には、

監査役意見を言うように心がけています。 

・年間の監査計画に従って行われていた監査役会のやるべき事項が記載された書類を受

け取りました。それぞれの内容は具体的ではなく、過去の資料のみでした。そのような

状況での引継ぎであったため、自分で調べ、自分で考え、自分で行動することできて良

かったと思います。 

・具体的には記載できませんが、ガバナンス上の問題点、企業風土、事業展開に係る課題

等について。 

・監査調書等の閲覧。 長浜合宿が必ず参加するように強く勧められた事。 

日本監査役協会の活用を勧められたこと。 

・過去１年間の各月の監査役会の議事録や資料を確認しながら引継ぎができたので１年

間の活動イメージが描けた。法律的に漏らせない内容等確認できたのは良かった。 

・監査調書等が書面およびデータとして系統だって整理されており、参照しやすかった。 

また、１年間の活動内容が記録されており、スムーズに監査実務に入れた。監査関連書

類が標準化（フォーマット化）されており、とまどうことなく実務に入れた。 

・非常に簡単で、あまり内容がなかった（中身が薄かった）点が印象に残っています。 

・2012 年当時は世の中まだまだコンプライアンス意識は低く、当社がオーナー企業とい

うこともあり、取締役会での監査役はあまり意見言う必要なしと言われた。その後は世

の移り変わりに合わせ、自分自身でなすべきことを構築した。協会での部会参加による

教えや刺激も大きな助けとなった。 

・不祥事等の記録。単に執行側からの報告資料を整理するものだけではなく、概要、経緯

等の要点をサマリーしたものや時系列で取締役会、経営会議などの議事メモが添付さ

れた記録が事案の理解や再発防止策の履行状況をフォローする上で有益だった。 

・監査活動上、注意すべき社風や要注意人物のサイド情報、現場を実質的に仕切っている

社員の人物像、進行中の投資案件や将来的に見込まれる投資案件、監査役から見たガバ

ナンス上の問題点 等々。 

・直近の監査上のフォローアップ課題。 

・監査計画書の活動スケジュール（いつ、どの場で、誰に、何を、報告 or聴取するか、

等）※大半が一人作業となるため、まず何をせねばならないかを知ることが重要（非常

勤は常勤の業務はまず把握していないため）。 

・前任者の「できていること」「できていないこと」のまとめは、監査役の職務がわかっ

てきた今だからこそ、重く受け止めています。 

・過去の作成資料が共有フォルダに整理整頓され電子で保存されており、いつでも資料

閲覧ができたことは良かった。 
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・監査役協会の部会活動紹介。 

・前任者の持つ監査役としての想いは理解できたが、自身とは少し考え方が違うとも理

解した。 

・当社の歴史、協力会社等との過去の経緯、現状の課題（経営的観点、監査的観点）など、

当社に関する事項全般に亘って説明を受けられたこと。 

 

３－７．前任者（いない場合も含む）から引継ぎがなく困った事項（引継ぎ自体

はあったが、引継ぎされなかった項目含む）とその理由は何ですか。（複数回答） 

 

 

① 法的な監査役等の職務 

・具体的に記述された文献や資料が少ない。 

・会社法について前任者も詳しくなく監査業務が何に基づくものかの理解に時間がかか

った。 

・法的に何が必要なのか当初分かっていなかった。 

・法令で定められた監査役の義務について知見が無かったため。 

・出席する会議や年間で作成する報告書等を紹介されただけで、そもそもの監査役の位

置づけ等の説明がなく、とりあえず引き継がれた資料から見よう見まねで業務をする

しかなかったため。 

・引継ぎが悪いということではなく、自分の理解が足りないためでもあろうが、法令の根

拠規定や解釈等を知ろうとした時、前任者の記録だけではわからない場合もあり、自分

で調べればよいのだが、確信が持てないこともあった。 

３－７．前任者（いない場合も含む）

から引継ぎがなく困った事項（引継ぎ

自体はあったが、引継ぎされなかった

項目含む）

回答数 割合

①法的な監査役等の職務 24 26.7%

②過去の監査資料 25 27.8%
③情報の入手先（社内のキーパーソンな

ど）
12 13.3%

④監査活動の進め方 45 50.0%

⑤前任者が実施した監査活動内容 28 31.1%
⑥自社の監査役等関連規定（監査役会等規

則、監査役監査基準等）
17 18.9%

⑦前任者の監査の指摘事項やフォロー状況 22 24.4%
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・監査役等の職務の法的な位置づけについては、当然知悉していると思われていたか、わ

ざわざ教えるには遠慮があったか不明だが、自学自習するしかなかった。 

・監査役とは実際に何をしないといけないのかがしばらくわからなかった。 

②過去の監査資料 
・監査等委員会の招集通知と議事録以外は何も資料がなく、どのように監査活動をすれ

ばよいか戸惑った。 

・あまり調書を作られていなかった（文書記録の不足）。 

・紙媒体の資料がほとんどで、電子ファイルは整理されていなかった。 

・監査調書など実施記録が殆ど無かったこと。 

・パスワードが不明で保管文章が見れない。 

・資料は残っているが、重要な事案に関する過去の経緯などが不明。 

・監査調書がなく、書式から作成せざるを得なかった。 

・整理されておらず、何から手を付けていいか困った。 

③情報の入手先（社内のキーパーソンなど） 
・前任者とはお会いできていないため、社内の紹介等もなかったため。 

・社内に知見のある人はおらず、監査役協会等外部に依存した。 

・日本監査役協会の登録引継ぎがなされず、部会情報の入手や参加手続き等に時間を要

した。 

・関係部署の担当者不明。 

④監査活動の進め方               

・監査方針・監査計画未作成。 

・各種資料の内容含めて全体の流れの説明がなく、実施すべきことの全体像が理解でき

なかったため。 

・説明がなかった。 

・過去の監査調書だけでは不明のため。 

・机上での監査は引き継げたが、実際の現場での監査に同席していないので、実態が分か

らないままである。 

・資料だけでは把握できないことも多かった。 

・何をどの様に監査するのか、どの程度何を記録する必要があるのかが分からない。 

・前準備としてすべき事とその時期、関連資料の収集に要領を得なかったので業務プロ

セスを具体的に引き継いで欲しかった、特に期末監査は業務が多く、スケジューリング

を含め苦労した。 

監査役就任前の時点では、そもそも前任者から何を聴いておく必要があるのかさえ分

からない状態であったから、的確な質問をする能力もなかった。今から思えば、こちら

が質問をしなくても、３－８の「理由」欄に記載したようなことを「こういう考え方で

仕事に臨め」という意味で聴かせていただきたかったと思う。監査役の業務に限らない
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と思うが、結局「引継ぎ」というものは、個々の業務に関して行なうものではなく、そ

の業務に対して立ち向かう姿勢、態度、心構え、考え方などに関して行なうものではな

いかと思う。前任者の場合は、それが全くなかった。 

・期中監査で何をやっていたかわからず、一から計画せざるを得なかった。 

・監査調書などが全くなかったことから、各部門に状況を聞いて進めた。 

・対応する法令と監査役監査活動の連動及びその具体的な活動がメニュー化されておら

ず、監査報告の礎となる監査の範囲が不明瞭な監査活動の進め方のままで引き継がれ

た。何故そうしているかについても、説明いただくことが出来なかった。 

・当社の監査活動における課題が明らかでなかった。 

⑤前任者が実施した監査活動内容 

・調書だけでは具体的な監査手続きがわからず、またなぜそのような結論になったのか

わかりにくい面があった・・口頭質問しても時間が足らなかった。 

・何をされたかが判らず困った。 

・監査調書未作成、監査意見の裏付けがとれない。 

・ほぼ「今後はあなたに任せる」といった感じであったため。 

・すべて資料保存場所の説明のみで実施した内容の活動注意点等の引継ぎがなく、「好き

にすればいい」ということのみの説明だったため。 

・監査役の活動は 独任制による、とのポリシーで、進め方や活動状況について説明がな

かった。 

・何もしていなかった。 

・過去の重点監査資料を引き継いだが、どういう課題認識に基づいて監査していたかな

どがわからなかった。 

・監査調書等の記録が残っていなかった。 

⑥自社の監査役等関連規定（監査役会等規則、監査役監査基準等） 
・協会ひな型の改訂に対して自社の規程が追いついておらず、監査役監査基準と内部統

制システムに係る監査の実施基準を最新化するために数版分遡って改訂しなければな

らなかったこと。 

・適切なものになっていなかったこと。 

・前任以前の監査役が策定した監査役会規則や監査役監査基準はあったが、前任者によ

り見直し（改訂）されることはなく、申し送り事項として引き継がれた（課題提議して

退任した）。 

・総務部から入手し、過去の会社法改正への対応・修正を行わなければならなかった。 

・監査役関係規程の改訂が放置されていたため。 

⑦前任者の監査の指摘事項やフォロー状況 

・調書だけでは具体的な監査手続きがわからず、またなぜそのような結論になったのか

わかりにくい面があった・・口頭質問しても時間が足らなかった。 
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・前職でのやり方や、自身のこれまでの理解とは異なった監査実務の実施状況であった

ことで、これに関して相談できる相手もいなかった。 

・ほぼ「今後はあなたに任せる」といった感じであったため。 

・特に監査役活動を行っていなかった。 

・監査調書がないものも多かった。 

・指摘事項の議事録等の不在。 

・個人保存の書類が何も残されていなかったため。 

・指摘した経緯や理由が不明確。確認しても感覚的なことが多くフォローできなかった。 

 

⑧の理由 

・監査役 1 名の状態から非常勤監査役として関与して実質的に監査役監査を実施してい

たため、常勤になった際も特に困ることはありませんでした。 

・日本監査役協会の部会に所属したことで、各社の状況を確認することができ、自社の監

査業務にも反映できた。 

・当時現任の常勤監査役から、様々な情報を得、不明点は常に質問・確認することができ

たから。 

・監査役室スタッフが監査役会その他の資料、その他必要な資料を保管ファイルしてお

り要請すれば適宜参照できた。また、監査役室長はベテランで監査役業務に精通してお

り、必要な助言は受けることができた。 

・自身が執行側の役員であったため、会社の全体像は把握できており、監査役としての視

点や立ち振る舞いについての引継ぎが有ったので特に問題は感じませんでした。後は、

環境変化に合わせ自分で考えるしかないとの認識です。 

・監査等委員に就任前も就任後も前任者と十分な引継ぎ期間がとれましたので、引継ぎ

出来なかった事象は特段ありません。 

・当面実施すべき活動の引継ぎがあり、過去資料や参考図書等を参照しつつ何とか対応

できた。また、前任者が非常勤監査役として監査役会メンバーに残ったため、困ったこ

と等があってもメールや監査役会など相談できる状況が維持された。なお、毎月開催さ

れる取締役会に監査役報告のコマがあり、そのテーマの選定は現在も悩みの種。 

 

３－８．３－７．以外の項目で引き継いで欲しかった事項について、内容と理由

についてご紹介ください（いくつでも可）。 

〇三様監査会議の進め方や監査法人との関わりについて。 

⇒監査法人との関わりについての引継ぎがなく、どのように進めていけばよいのか手探

り状態であった。 

〇子会社の往査など、特に海外子会社の監査については、往査の頻度や問題・課題及び 

これまでの監査における指摘事項の状況。 
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⇒対応中であっても往査の際に指摘してしまうこともあり、現場担当者の気分を害し、 

非協力となる。 

〇「一般的な」監査役監査の方法。 

⇒前任者の経験や方針に基づいて引継ぎやアドバイスを受けたので、それが世間一般の

監査業務と異なるものがあった。それに気づくことができたのは自身が監査役就任か

ら２年経過した時に日本監査役協会に加入し、様々な情報交換ができたからである。 

〇「常勤監査役」配置の根拠。 

⇒就任時の「監査役監査基準」に「常勤の指定」が記載され、その墨守のために、親会社

からの出向発令と株主総会の日程の差異のため変更登記が複数回になっていた。調べ

てみると、当社には法的に常勤の配置義務がないので、監査役監査基準を変更し、常勤

の配置を不要とした。 

〇監査役就任前に読んでおく必要がある書物の提示。 

⇒監査実務を進めていく上で必要な知識（監査手続きやその根拠となる法律）の習得とそ

の重要性を理解しておくことが大切であること。 

〇監査実施項目毎に、データソース、アウトプット、キーパーソンと具体な進め方がわか

れば、良かった。 

⇒サポートの監査役補助員がいないので、詳細な手続き、段取りが不明なため。 

・選任時からスタ－トする中期経営計画の内容、決議経過の背景並びにプロセスについ

て取締役議事録に記載されてない予備討議の内容。 

⇒高い目標を公表されていたが、スタ－ト年度から外部環境厳しくなり、取締役会内での

議論で決議に関わった再任取締役方の発言に少し違和感感じたから。 

・年次業務なのでその流れと作成資料の必要性と注意点。 

⇒すべて一から始めることばからだったため資料の保管場所だけではなく、なんのため

になぜ資料を作成するのかわからない状態で進めるため常にできているかどうかの不

安を抱えて業務を行っていたため。 

〇監査計画の目的や背景。 

⇒前任者の計画を引き継いだ形となったが、実施に際してどうしてこのような監査計画

を組んだのか説明に窮することがあった。 

〇監査役は独任制で、監査方針は前例踏襲に頼らず自分で組み立てるべきなので、細かく

引き続きがされなくてもよいと思うが、前任者の監査活動について「ここは何故このよ

うにしたのか」を質問したいと思う場面は何度もあった。 

⇒法定監査に限らず、監査役協会のチェックリストを参考にさせていただいていますが、

自社用にどのようにカスタマイズすべきか悩むことが多く、前任者の履歴を見たとき

に、なぜこうしたのかを質問したいと思うことが多かった。 

〇監査役会の開催要領と会へのオブザーバー参加。 

⇒就任早 （々株主総会直後）の監査役会では、手探りの開催となった。その後もある程度
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スタイルが確立するまではしばらく苦労した。 

〇社内政治の状況。 

⇒誰に、何を、どのように聞けばいいかなど、情報収集の際の留意事項としては必須だか

ら。 

〇日本監査役協会の活用（研修・部会等への参加）。 

⇒前任者までは月刊監査役の購読や臨時増刊号の入手にとどまっていたようで、そもそ

も引継ぎ対象にならなかったと思われるが、当社の監査方法等を検証したり見直す機

会として有益と感じたから。 
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Ⅳ．次の新任監査役等へ 

４－１．ご自身が退任する際には引継ぎをする予定ですか。 

 

 

③その他の具体的な内容 

・形式だったものではなく、ざっくばらんな形で(酒席で)行いたい。 

・常勤から非常勤になったので、現在引継ぎを行っている。全ての書類及びその内容など

を書類及び口頭などで引継ぎ、往査も希望があれば帯同している。電話での相談は、週

３～４回位やっている状況。 

・監査役として実施してきた監査内容と監査役協会の部会参加の有益性については簡単

に説明する予定ですが、実際の監査の進め方についてはその方に任せる予定。 

・監査役スタッフ等から就任する場合、可能であれば、１期（２年 or４年）でも監査役

期間を重ねたいとは考える。（自身が子会社監査役に就任する等の工夫も経て） 

・第１候補者に自分の仕事のレクチャーをスタートしている。 

・十分時間を取って引継ぎする予定。監査役協会の研修にも参加してもらう予定。 

・業務引継ぎそのものよりも、後任者がスムーズに職務遂行できるようにするためには、

在任時に監査環境を整備し、情報が自動的に入手できるよう、コミュニケーションの仕

組みを作っておくことが重要と考えます。（定期的に出席する会議、社長との定期的な

会合、グループの監査役や内部監査との定例会、社外取締役との意見交換会など）。 

・新任者が誰になるのか認知してから自身の退任までの期間次第であるが、過去の監査

役会議事録、同資料、監査計画（方針、重点監査項目、職務分担含む）、グループ監査

役連絡会資料・議事録、重要会議資料（取締役会、経営会議）総て、サーバにて時系列

に電子データ保存しており、加えて主たる監査項目についてグループ共通ツールとし

て監査役監査チェックリストを作成（準備）している段階であり、今後の活動分はその

記録を添え、具体的に手足を動かすことが出来るよう、事前に監査役協会への登録を済

ませるよう段取りするとともに、活用方法（参考書籍、テンプレート引用、セミナー受

講など）、その他自身の手持ち書籍（監査役ガイド、実施要領）を準備する予定。 

・特に新たな観点で監査をしてほしいと考えており、また、「前任の監査活動をなぞれば

良い」という考え方は適当でないと考えているため、その点は強調したいと考えていま

４－１．ご自身が退任する際

には引継ぎをする予定です

か。

回答数 割合

①引継ぎをする予定 221 89.8%

②引継ぎをする予定はない 10 4.1%

③その他 15 6.1%
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す。 

・監査等委員 4名のうち 2名が退任交代するものの、常勤（自分）1名と非常勤 1名が残

留して併走する。 

・私が、引継ぎがなく困ったので、いつでも引継ぎが出来る体制を整えております。 

・弊社の場合常勤２名体制の為、OJT による引継ぎであるが過去資料等を分かりやすく整

理して引継ぐ。 

 

②の場合、理由があればその内容をご記入ください。 

・自分自身何も引継ぎが無く混乱してのスタートであった。同じ大変な状況にならない

ように引継ぎをしっかりと行っている。また、この引継ぎが出来るのも、非常勤として

残っているので出来ている部分もある。 

・他の監査役、監査役室スタッフの協力があり、また必要なデータは整理され共有フォル

ダに保管されており、それを見ればわかるようになっている。 

・記録は十分にデータベースに残されており、また、監査役室スタッフも経験豊富でサポ

ートが充実しているから。 

・監査等委員会設置会社移行を予定しており、常勤が２から１になる予定であり、現在の

同僚が引き続き残るため。 

・会社及び周囲に監査役業務を知る者が居なかったため、後任の方の要望があれば対応

したいと考えます。 

・子会社での監査経験が既に２年以上あり、常時自分と一緒に監査活動を行ってきて、常

勤監査等委員の実務を熟知した者に引き継ぐため（資料類のみ引継ぎを行う予定） 

・後任者が監査等委員会スタッフであり、日頃から情報を共有しているため、特に必要が

ない。 

・私の退任時は何もしない。継続する他の者が新就任者への各説明を行う。 
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４－２．どのような内容を引継ぎたいと考えていますか。（複数回答可） 

 

 

⑦その他の具体的な内容 

・解決しきれなかった事項や懸案事項、現在取り組んでいる事項について。 

・自分が行った監査手続きをまとめた監査手続標準書を作成したのでその説明。 

・常勤監査等委員視点での会社や組織が抱えている課題について。 

・一年間顧問として残る予定なので、質問を受けやすくして、なぜそうしたのかを解説し

てあげられるようにしておこうと思います。 

・日本監査役協会での活動。 

・監査報告書の証憑としても活用している従前より作成の【監査役監査実施状況】及び前

年度より文書化し、実施している【監査役実効性評価】の結果等を使用して、それぞれ

の監査活動が何を目的として行われているのか、について認識しながら実施するため

の一助となるよう説明を行いたい。 

・日本監査役協会での活動については、交代のご挨拶や紹介も含めて、引継ぎの必要あ

り。 

・監査調書インデックスと監査調書類。 

・現在の監査役監査がベストとは考えていないため、後任者の経験とスキルによって引

き継ぐ内容は相違すると考えております。未経験者であれば、当面は前年を踏襲できる

よう、一定の経験者であれば、当社の方法・問題点等を引き継ぐのが良いと考えます。 

また、可能であれば、1年程度は非常勤として引継ぎができればよいと考えております。 

・①その時の状況にもよりますが、社内の人的な関係構築の一助を担えればと思います。 

社内監査役でしたら必要ありませんが、社外から招聘する方でしたら必須だと思って

います。 

②監査役仲間を紹介したいと思います。特に新人監査役であれば監査役協会等のつな

がりは必須だと思っています。 

４－２．どのような内容を引

継ぎたいと考えていますか。
回答数 割合

①監査役等の職務の説明 198 89.6%

②関係者との挨拶、引継ぎ 94 42.5%

③各監査活動の具体的な進め方 189 85.5%

④監査役等に関連する資料類 193 87.3%
⑤就任後、当面実施すべき活動

内容
182 82.4%

⑥困った際の相談先 63 28.5%

⑦その他 40 18.1%
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・過去の監査活動の調書、報告書、議事録等はすべて保管されているため、保管されてい

る書類の在処を引き継ぐことも項目に入れている。 

・単に監査役として行なう業務の「項目」を列挙して伝えるだけでなく、その業務に臨む

際の心構え、留意点・着眼点や、前任者である自分自身が業務の場面ごとに考えていた

こと、意識していたこと、心がけていたことなどを最大限伝えたい。 

・前頁で監査役等に必要な知見、特に法令関係、は能動的に学習する必要があるため引き

継ぎに必須ではない旨を回答した。その考え自体は変わらないが、会社法、金商法、証

券取引所からの要請等、監査役等にとって必須な知見をコンパクトに整理した資料は、

能動的な学習にとっても便利であることは言うまでもない。自身が引き継ぐ際には、参

考資料として、必要な知見を整理した資料も説明、引き継ぐつもりである。 

・社風、社員意識、ガバナンス（コンプライアンス含む）等々、目に見えない部分の引継

はしっかり行いたい。但し、同僚の社内監査役がいるので、詳細な引継は不要と思われ

るが。 

・特にコンプラ関連では監査役は社内の中心的存在なので、過去の不芳な事象（主にハラ

スメント系）は詳細に引継ぎたい。 

・困ったときに参考とすべきもの（事業に関すること、グループの監査に関すること、社

内組織の特徴とリスクコントロール状況等）。 

 

４－３．どのような資料を引継ぎたいと考えていますか。（複数回答可） 

 

⑧その他の具体的な内容 

・自分が行った監査手続きをまとめた監査手続標準書を作成したのでその説明。 

・次の監査等委員になる方の経験によっても変わってくるとは思いますが、自分が実施

していた監査内容を月次でまとめて時系列的に資料と合わせて引継ぎをしたいと考え

ています。  

４－３．どのような資料を引

継ぎたいと考えていますか。
回答数 割合

①監査役会議事録等 191 86.4%

②年間監査計画 221 100.0%

③監査調書 192 86.9%

④監査活動の内容や方法 193 87.3%
⑤過去の執行側への指摘事項

（フォロー状況など）
130 58.8%

⑥監査報告 180 81.4%

⑦監査のフォーマット 102 46.2%

⑧その他 27 12.2%
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・監査役の役割や監査の目的。日本監査役協会が提供している資料とその配置場所。 

・監査基準等の関連規程。 

・指摘事項や不祥事があれば、それらに関する資料。 

・特に期末監査における全体スケジュールや作成すべき監査調書とのその時期等を会社

法に照らして詳細の引継ぎを行う。 

・監査調書や監査報告は電子版で格納してあるので、その格納場所を指定して引継に替

える予定。 

・監査役会実効性評価。 

・前述した、困ったときに参考とすべきものに関する資料（事業に関すること、グループ

の監査に関すること、社内組織の特徴とリスクコントロール状況等）。 

・文書による「引継書」を作成予定。ただし、監査役の独任制の趣旨を踏まえ、あくまで

も参考資料の一つで、法定事項を除き、独自の工夫や改善等を慫慂。  

 

４－４．どのような方法で引継ぎたいと考えていますか。（複数回答可） 

 

 

⑤その他の具体的な内容 

・オブザーバーとしてイベントに同席してもらう。 

・一年間は任期が重なる。 

・重複している期間は監査、打合せにはすべて同席し。資料と合わせて説明と引継ぎを行

いたいと考えています。 

・１年間の OJT。 

・監査役室に要請すれば必要なデータは入手できること、監査役は独任制、自ら納得でき

るやり方で監査をおこない、内部統制状況、コンプライアンス状況を自らの感触で把握

すること。 

・具体的事項を記載した引継書を作成しています。 

・要点をまとめた引継説明資料。 

４－４．どのような方法で引

継ぎたいと考えていますか。
回答数 割合

①社内資料の所在、電子フォル

ダの格納先の伝達
210 95.0%

②セミナー資料や参考書籍の譲

渡
140 63.3%

③関係各所への後任者紹介 61 27.6%

④監査役等の職務の説明 161 72.9%

⑤その他 19 8.6%
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・業務の仕掛案件、懸念事項、スタッフ人事等について、引継書を作成。 

 

４－５．ご自身で実施に至っていない監査活動で、後任には是非実施して欲し

い活動があれば、ご紹介ください。 

・従業員との個別面談。 

・社外取締役との定例懇談会。 

・企業価値を高めるための活動。投資家への説明会出席。 

・現場の若手等へのインタビュー。 

・監査活動とは少し異なるが、日本監査役協会の研修会（有料）に必要に応じて参加し、

様々な情報を入手してもらい、監査に役立てて欲しい。 

・コーポレートガバナンスの実現に向けて、監査役はコーポレートガバナンス・コードの

整備に積極的に関与すべきと考えています。現時点では道半ばのため、後任には是非引

継ぎたいと思います。 

・役員に対して会社法などの法令に基づいてしっかりと監査してみること（当社はプラ

イム上場の親会社の完全子会社なので、上場会社とは異なり、役員の感度がやや低く感

じられるので・・・）。 

・子会社、孫会社、ひ孫会社などの、グループ各社の内部統制責任者、コンプラアンス責

任者（指定されていれば）直接に面談の機会をもつこと（今は、地域統括会社、あるい

は、子会社ないし孫会社経営陣のみのヒアリングに留まるが、実務担当者の感覚もヒア

リングし実態についての感触を得たい）。 

・監査の DX。現在、往査前に時間をかけながら確認する調査情報をデジタルに吸い上げ

る事。グループ会社も多いので、網羅的に状況把握しリスクをリアルタイムで把握し、

問題の未然防止を図ること。 

・会社の経営に資するような提言をたくさん出すこと。 

・往査に行った際に、マネジメントだけでなく、従業員へのヒアリングを行うこと。 

他社監査役から紹介された手法ですが、時間の制約等もありなかなかできていません。 

・海外子会社の往査。 

・AI を活用した監査業務の効率化。 

AI を活用したデータ分析や業務活動の監査を実現して効率化し、本当に人間力を注い

で監査すべきところに傾注できる活動の実現に期待しております。 

・監査役の実効性評価。 

 

４－６．ご自身が実施した監査活動で、後任にも是非実施して欲しい活動があ

れば、ご紹介ください。 

・社長との定期的面談（毎月）。 

・定期的な現場視察。 
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・妥当性監査の一貫として実施している現場社員との直接対話は継続して実施して欲し

いと考えている。 

・監査部等の管理系部門とのコミュニケーション(特にインフォーマルなもの)。 

・日本監査役協会の実務部会への参加。 

・現場レベルでの実情の把握を踏まえたうえでの業務執行取締役等への助言実施。 

・社長、社内取締役、社外取締役とのコミュニケーション。 

・広範なヒアリング活動（役員・事業部長のみでなく部長クラスまで隈なく）。 

・グループ会社の常勤監査役との交流を大切にする事（自社と他社とのＢＭ）。 

・国内外子会社への往査実施。 

・取締役全員のヒアリング（半期に一度）。監査役協会実務部会への積極参加。他社監査

役とのコミュニケーション。 

・往査先の人々に寄添い現地現物での生声を把握すること。経営トップとの会話の頻度

を増やし、意見を聞いてもらえる良好な人間関係を構築すること。 

・内部監査部門の監査実務を理解しながら情報交換を密にすることで、現場の問題点と

課題としての取り組み状況の把握に努めていただきたい。 

・海外子会社責任者との面談、主要子会社の経営会議、役員会への参加。 

・取締役会での積極的な発言が必要なこと。 

・社外取締役とのコミュニケーション。 

・監査役活動年間一覧表の作成（子会社関連の議事録チェック）と代取との意見交換会及

び安全会議への出席は、私からスタートさせた項目で、是非後任の方にも実施してもら

いたい。 

・社員との面談機会を多く持ち、意見に耳を傾けるような活動を続けて欲しいと願って

います。 

・グループ会社の監査役との連携強化。 

・子会社の現場インタビュー 社長・部長クラスとは別に課の単位で 課長、係長や 

それに次ぐクラスをインタビューして 日常業務の現実や課題について現場レベルの 

意見を聞く事。 

・社外取締役との現場（工場、地方事業所、海外事業所、他）や業界展示会の視察。 

・子会社(特に海外子会社)の監査の際に、現地メンバーと面接ないし意見交換会を行う

こと。監査活動とは別物とし、オープンな意見交換の場が持てれば、監査側としても状

況把握が進み、また現地メンバーのモチベーション向上に寄与できるように感じてい

る。ひいては、風通しの良い組織につながる効果が期待できる。 

・監査役会の実効性評価。 

・三様監査連絡会。 

・役員クラスのみならず、現場の社員職等（幅広い世代）から生の声を聞いて共有し、企

業価値向上に資する活動をバックアップする等、力も入れていただきたい。 
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・任意の指名・報酬委員会へのオブザーバー参加。 

・取締役会や社長面談において忌憚なく意見を述べること。漸進でよいので、個々の監査

の深度を深めていくこと。 

・他社の不正事例に基づいて当社の業務執行のリスクを評価し監査を実施すること 

・役員、管理職以外の従業員への面談。役員管理職は基本的に「やってます」「できてい

ます」というが現場の声はその通りではないことが多いので、何が足りていないのかが

わかりやすいから。 

・問題事象の真の原因、理由を徹底的に詰めた上で、対策の立案を執行部門に求めて 

 ほしい。 

 

４－７．後任者の不安を除くため、アドバイスをしてあげるとすればどのよう

な事項を伝えてあげたいですか。 

・基本的には真摯に対応してくれる人ばかりなので、こちらも真剣に取り組んでいれば

何ら問題はないが、案件ごとにキーマンを押さえていけたらよりスムーズに進む。 

・監査役の初年度はとにかく学びの 1 年であり、一度実際に経験しないと本当の意味で

の監査活動はわからない。従って、日本監査役協会の研修会や実務部会にできる限り参

加し、焦らず監査役としての業務を学んでほしいと伝えたい。 

・執行側が不正行為をした時は別であるが、通常は中長期に会社を発展させるというミ

ッションは同じ。馴れあわないために、適度に距離をもつことは必要だが、率直な意見

交換など実施してお互いに理解し合うことは大切である。 

・監査役等は、株主から負託された機関であり、取締役におもねる必要はない。 

・会社法、監査役監査実施要領に則った監査活動を中心に助言。 

・「ここまでやっていれば大きな問題は発生しないだろう」との感触を得ることができる

か、『感触』を得ること、別の言葉で言えば、『心証』を得ることができるのであればそ

れで一応よし、としてよい。 

・「監査」という言葉は極力使わない方が良いと考えます。 

・監査役と執行役は、役割は違うが目指している所は同じ。執行の時に聞いてほしかった

ことを聞いてあれば、おのずとやるべき事が見えてくる。 

・恐れる事は全くない、会社を健全に成長させる為に経営執行側と違う切り口で考える

事が大切で、双方の目標は一緒！ 

・中小企業で働く社員にとって、監査役という機関の位置づけと職務内容の理解がほと

んどないのは当然で、同じ舟の乗る仲間であり、経営陣と社員の見守りと業務執行以外

のサポートをし、経営陣に対して言いにくいこと、改善してほしいことが言える役員と

しての立場を説明されることから始めたらいいと思います。 

・どこの会社の監査役等も、やっている監査役業務が本当にこれでいいのか疑心暗鬼に

なっていると聞いていますので、自分だけじゃないと思うこと。それでも不安があれ
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ば、監査役協会の部会のグループ討議で本音をぶつければいいかと思います。 

・苦手な分野について、理解する努力はしてほしいが無理をする必要はない。時間ととも

に少しでも進歩できれば十分。 

・監査役の責務に関する法令や監査活動に関するマニュアルを精読する前に、監査役が

執筆した書物（例：「監査役の矜持」岡田譲治他、「監査役の覚悟」高桑幸一他、「監査

役野崎修平」周良貨、など）を通じて、「監査役とはどんな存在なのか」「監査役は誰の

ために仕事をしているのか」「ビジネスマンにとっての監査活動とは何か」をイメージ

することを勧めたいと思います。 

・社内で一人だけ執行部とは向いている方向が違い、部下もいなく、時には厳しい意見を

言わなければいけないため、当初は孤独感を感じるが、孤立しないよう、また、社内の

情報が入ってくるように役員はじめ各部署の主要メンバーや往査相手との信頼関係を

築けるような対応を行うこと。 

・特にスタンダードな「監査役のあるべき姿」と自分が実際にできることの間に隔たりが

あっても、個々の監査役が、自分の社会的なバックグラウンドや会社生活の中で身につ

けてきたことに即して得意とすること、出来ることをベースにした「自分なりの監査役

像」を描いて、それを極めることに努力すれば、それはそれで百点満点ではないとして

も、監査役として意味のある存在になれるはず、という私の見解を伝えたいと思う。 

・基本は自分で動くことと思うが、知ろうとすれば情報は思った以上にいろいろなとこ

ろから拾える。また、このアンケートからも知れるように、監査役に就いた方が皆が皆

理想的に職務をこなしているわけではないのだろう、という点。 

・監査役に就任する事はそれなりの実績とコンプラ・ガバナンス面で信頼感があると認

められた結果と認識して（継続して勉強は必要であるが）違和感を感じる事象に遭遇し

た際には、臆せず質問して確かめる事が監査と理解して事にあたる。 

・監査役等の責任を全うする、言い換えれば善管注意義務を果たせるか、という不安であ

れば、まず、監査対象の組織トップやキーマンとよくコミュニケーションに努めること

で、不安の解決に近づくことを助言したい。コミュニケーションがよく取れていれば、

執行側におのずと自浄作用が働いて、たとえば不祥事等があっても速やかに報告され

るようになる。 

・「お役立ち監査役」：「監査」というよりは「困り事聴き上げ」などで会社の風土改革・

風通し向上を図り、健全な内部統制に貢献できるようにする。 

 

４－８．後任者が就任すればまず始めるべき活動について、ご紹介ください。 

・すべての役員、部門長との面談 （アフター5も含め）。 

・監査役業務の内容把握。 

・監査計画書は就任時点で前任者によって作成されたものを引き継ぐことになるが、直

近の法定の監査項目を把握し、段取りをすること。 
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・実務部会への登録・参加。 

・まずは新任ガイドラインの通読。 

・まずは、会社の規定を全て確認し、過去の監査役にかかる書類の確認。そして、社内の

関係者とのコミュニケーションを取ることが必要と思う。 

・日本監査役協会の研修会にできる限り参加する事。 

・内部監査部門長と打合せを行い、監査について理解すること。 

・社内のパイプ作り（情報源の確保）。 

・本音を言ってくれるメンバーを増やす。 

・監査スタッフとの信頼関係の醸成。監査先トップの人柄、背景、などから「Tone at the 

Top」として、内部統制体制の尊重、コンプライアンスの尊重が組織につたえられてい

るか、まず、知りたい。「魚は頭から腐る」。 

・会社の抱える課題につて、自らの目で確認する事。 

・会社のガバナンスの枠組み（主要規程類やマネジメントプロセス）の早期把握。 

・研修や部会活動などに積極的に参加して、人脈を広げるとともに、困ったときの相談相

手を見つけること。 

・監査対象先の組織トップやキーマンとの人間関係の構築。一朝一夕には難しいかもし

れないが、信頼関係を築くことができれば、監査活動が容易になる。 

・1年間の監査等委員の活動スケジュールの作成。 

・監査等委員会の議事次第や監査調書から 1 年間の監査等委員の活動計画を作成し、イ

ベントごとに何をすべきかを考えさせる。 

・日本監査役協会 HP の教育動画の推奨。 

・日常監査に必要な知識の習得（会社の定款・各種規定・各種会議資料の読み込み等）に

加えて、監査役協会の書籍やｅラーニング等のツールを活用して自身の立ち位置への

理解を深めておく。 

・まずは監査役とは何なのか、自身の腑に落ちるよういろいろな講演会研修会に積極的

に参加する。 

・年間の監査計画の確認と過去資料の閲覧。その際、会社法等の原典に当たることが理想

だが、最初はとっつきにくいので、新任ガイドや監査役監査実施要領などと照らし合わ

せながら確認すると良い。また、できる限り現場に赴き、話を聴くことをお勧めする。 

 

４－９．監査役等を経験したことで得た経験、良かった事項があればご紹介く

ださい。 

・監査役になったことで、監査法人という狭い世界からより広い世界へ出られたと感じ

ています。具体的には、求められる知識の幅が広がり、幅広い方々と知り合うことがで

きました。また、監査役という立場からではありますが、会社という組織がどのように

動いているのか、同じ組織でも環境や人の組み合わせ等で課題やアプローチの仕方が
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変わるということも学びました。 

・協会の研修もできる限り受講しましたが、部会で各社のやり方や課題について情報交

換できたことは、自社を客観的に見る良い機会になりました。 

・今までに経験してこなかった幅広い知識を日本監査役協会の研修会などを通じて学べ

ている事が非常にありがたく思っております。 

・事業活動を通じて得られる情報の質・量が格段に上がった。 

・他社の監査活動や上場に至るプロセスの理解。 

・経営者目線で物事を見ることがある程度出来るようになった。 

・幅広い情報を得る機会や会社幹部の話を直接聞くことができる機会に恵まれ、多くの

知見を得られた。これからの執務に活かしていきたい。 

・社外取締役、社外監査役との面談を実施する中で、経営に関する知見、その他を学べた

ことは監査役業務を超えて、非常に意義深い経験ができた。 

・執行側に籍を置いていたころより、ステークホルダーに対する説明責任やコーポレー

トガバナンスに対する考え方が深まった。 

・業績の達成はもちろんだが、「内部統制体制」「コンプライアンス体制」がベースにある

べきと実感できたこと。 

・監査役の職務は、日々の活動を通じて、自分自身の学びにつながることも多く、奥の深

い、やりがいのある職務だと感じています。 

・会社全体の情況や世の中の動きが客観的に把握できる。各部門やグループ会社の成功

例や失敗例、その原因など、「会社とは」「人間とは」など多くの事を学べた。 

・世界情勢の変化が激しく、また、サステナビリティの要請が高まる中、弊社グループも

変革期を迎えるところで監査役の役割を担わせていただけ、役割・責務も重いものがあ

ったが、様々な深い経験をさせていただくことができ、監査役としての活動が会社をよ

くしていくことにつながったのであれば幸甚である。 

・同じ監査役の方々と会話をする事で社会全体のガバナンス・マネジメントが当社とど

う違うかを把握する事が出来た。 

・執行部とは異なる視点で、中期的な企業価値向上を目指す必要性と手法を学べたこと 

業務執行はできないものの、企業経営の視点から問題意識を持ち、それに基づく指摘や

提言が現場で活かされたり、社員から気づけていなかったり手が回っていなかったこ

とを指摘してもらって仕事の進め方や実務において手直しや修正ができて自らも確信

が持てたと言ってもらえた経験は監査役冥利に尽きる。 

・社外監査等委員との意見交換、日本監査役協会の実務部会でのグループ討議、公認会計

士との意見交換を通じて、自分の視野が広まったこと。 

・会社によって、あるいは人によって、監査に対する考え方はそれぞれです。（監査役協

会を通じて）多くの監査役の皆さんと知り合い、情報交換できたことは宝物です。 

・自分のキャリアアップに繋がった。 
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・見聞が広まり、経営に関する興味が拡がった。 

・前職の取締役としてガバナンス体制の執行側の一員として企業経営に携わってきたが、

監査役に就任して更にガバナンスとは何かを理解でき、企業経営に参加できたこと。 

・監査役という立場を経験し、立ち位置として会社全体を俯瞰的な視点をもって見るこ

とができたことで、より経営を理解し、多面的な意見をかみ砕いて理解できるようにな

ったと思います。「学び」では得られない部分を経験していることは、私の大きな財産

になると考えています。 

・全社員と往査面談することができ、つたないヒアリング手法ではあったが、本音で会社

の将来等について議論することができたこと。 

・執行側（経理部門）であれば関係しなかったであろうグループ会社の経営者と直接会話

ができ、あるいは、いろいろな事業所や拠点を訪問し、見聞きできたこと。 

・会社経営を当事者（取締役）として、見るのと、独立した立場（監査役）で横から見る

のとでは、「見える景色が違う事がある」という事。 

・今の上場企業の取締役会には、多くの社外役員の方々がおられ、いずれの方も社会で

様々な経験と実績を積まれた、いわゆる「ひとかどの人物」である。これまでの社員同

士の付き合いの枠を大きく超えて、取締役会の場を通じて、こうした社外の方々と接す

る機会を得ることができるのは非常に光栄であり、良い経験を積ませていただいてい

るとつくづく思う。 

・取締役会の議題で、修正が必要なものなど、適切に指摘できていると思う。また、社員

のモチベーションを高めることが出来ているのではと自負している。 

・これ迄の会社員人生で経験した事が無い事に深く携わる事ができるようになった。 

・執行しないので直接会社業績に影響を及ぼすことは出来ないが、間接的に会社を良く

することができ、ひいては貢献することも出来ると考える事が出来た。 

・多くの他社の監査役等と知り合い情報交換を行うことで、独立自尊の精神が涵養され、

判断の根拠を社会に求めることができたこと。 

・組織の実態の把握ができた。会社規模が大きいほど、自身が長年、勤めた会社であって

も知らないことも多い。監査役等の活動では会社の隅々まで網羅的に監査することに

なるので、自社の実態、組織、事業の状況、従業員の心情等を改めて認識できる。 

・自社のグループガバナンスの問題に幅広く対処して、一部は改善することができた。 

執行時から離れた立場で観察ができる。 

・これまで何となく判ったつもりでいた「コーポレートガバナンス」についての理解が深

まりました。また、監査役協会開催の研修やセミナーに参加することができ、会社経営

について別の視点から考えるきっかけを得ました。 

・現場の皆様が頑張っている姿を見てこられたこと（それに「いいね！」を押し続けたと

思います）。 
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４－１０．後任へ協会の実務部会や情報交換会への参加を進めたいと考えてい

ますか。 

 

 

４－１１．日本監査役協会の各種実務部会や情報交換会などへ出席してよかっ

た事例があれば具体的にご紹介ください。 

・自身の監査活動の振り返りができること、新たな視点や気づきが得られること、横のつ

ながりができること。 

・グループ討議で他社の監査役と本音ベースの話が聞けたこと・話せたこと→精神的に

も安心感に繋がった。 

・事例報告の機会をいただき、自分の監査を客観的に整理できたこと。 

・協会の研修もできる限り受講しましたが、専門用語も多いので、繰り返し聞くことがで

きるので動画配信がとても助かりました。特に岩崎先生のご講義は専門的でありなが

らも実務に寄り添っていただいて、監査活動にとても活用させていただきました。また

高橋先生のご講義は、監査役の仕事をあまり大上段にならず、形式的にならないよう、

考えるべきポイントを教えていただき、たいへん有難かったです。ありがとうございま

した。 

・監査役監査は各人に特色があり必ずしも同一ではないことが実感できたこと。 

・関係会社往査など弊社が課題に感じていることを実務部会で教えていただけたことで

す。 

・他社の監査役の方と知り合う事で、多くの気づきや学びがあった。簡単に文章に書けな

いくらいの内容である。ですので、後任にも実務部会や情報交換会へ出席するように伝

えている。 

・通常の研修会とは異なり、実務部会や情報交換会では各社の生々しい経験談が聞けて 

参考になる。 

・同じ新任監査役の方やベテラン監査役の方と話しをする中で、早く監査役としての知

識を習得しなければという自分自身の焦りがなくなり、一つ一つ確実に身につけてい

こうという意識に変われた事は自分にとって大変良かったと思います。 

・合宿部会は、他社の監査役等と懇意になる良い機会である。 

・他社の具体的な監査活動や実際の監査計画書など監査ツールを拝見できそのまま実務

４－１０．後任へ協会の実務

部会や情報交換会への参加を

進めたいと考えていますか

回答数 割合

①ぜひ勧めたい 193 79.4%

②説明はするが後任に委ねる 50 20.6%

③説明しない又は勧めない 0 0.0%
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に使うことができた。 

・就任時は不安がありましたが、他社の新任の方も同じような不安をお持ちでしたので、 

あるいみ勇気付けられました。 

・監査役としての生の声、生の課題を聞くことができた。また、悩みを共有できるので、 

精神的な支えにもなった。 

・研修会については、比較的安価で受講できることは大きい（同内容であれば、当協会以

外では、２～３万円かかる）。 

・実際の業務フローや、監査報告書等のフォーマットを資料として入手できたこと。 

・社内にはほぼいない“監査役員”という立場の方々と悩みも含めて、ざっくばらんに話

をすることができる人たちとの出会いがあったこと。 

・毎回、監査役の皆さんのご発表には気づきが多く勉強になります。また情報交換会など

で得た内容は、出来る範囲で自社展開を試みるなど、役立てています。 

・新任監査役情報交換会は、他社の監査役の方と情報交換できて非常に有意義だった。 

・いろいろな方々と交流して、馬の合う人、肌合いの合う人を見つけ、気さくに相談でき

る相談相手となってもらえること。「独任性」といっても、「ひとりでかんがえることが

できるのはたかが知れている」ので、おなじ「監査役（等）」どうしの支援関係を作り

たい。 

・監査役として、自社のガバナンス体制の整備状況を客観的に評価しずらく、また、他社

の状況を把握することが困難であるが、情報交換会においては胸襟を開いた意見交換

がされており参考になります。 

・他社とある程度詳しく情報交換させていただき、また、質問や助言をいただける点は良

かった。 

・他業種の監査役の方々と交流する事（部会）は社内での交流以上に重要な事で、知らな

い事や新たな事を見聞する事が自分の糧となった。 

・監査活動のアイデアをもらえる。 

・①内部統制システムの整備・運用状況の監査 ②法令遵守・コンプライアンス・リスク

管理等の監視 ③内部通報の確認、対応等について情報交換できたこと。 

・ベテラン監査役の監査の視点、体系的な監査の進め方の講演の他、他社の監査役の方々

の監査事例発表を通じて、監査役としての考え方、監査の要諦・ポイント、方法論など

多様な工夫に満ちた情報を入手できることが多く、とても参考になります。 

・知見の豊富な監査役等に困りごとなどを聞くことができ、実務に活かせた。他社の事案

を聞くことで、監査の幅（柔軟性）を広げることができた。 

・監査の手法はそれぞれ異なります。多くの監査役の皆さんと知り合うことで、それらを

学び自分なりに自社に適する方法へとアレンジして監査に活用できたことは、有意義

であったと思います。 

・気軽に相談する相手ができたのは大変大きいと感じる。 
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・会社によって監査役監査活動の状況や内部統制・ガバナンスの実情が異なるため、他社

の良い事例や参考となる事項を把握して、自社の改善に活かすことができた。 

・年々監査役の職務が高度化・深化し、会を通じて普段失念し気付かないさまざまにタイ

ムリーな情報が得られた。 

・日本監査役協会の実務部会にて、他社の監査役から監査活動を聞くと、他社の監査役は

様々な監査活動を行っており自身の監査活動を見つめなおすよい機会となった。                     

他社の監査役とコミュニケーションを取ることができたこともメリットであった。 

・監査役として、日々、何をすべきか、どうやっていくべきかに悩んでいる事を、部会メ

ンバーとの情報交換をきっかけに、自分なりの対応方法を見出すきっかけとなった。 

・貴協会の会合に参加することで、あらゆる学びを得ることができ、また併せて、他社の

監査役等との情報交換の機会をご提供いただけることに感謝しております。監査役を

していますと、悩みを他者に相談することすら難しいこともありますし、非常に孤独を

感じる時があります。そのような時に貴協会の活動は心の拠りどころになります。 

・事前に回答を求められることが多いが、そのような機会でなければ着目しなかったり、

あるいは、体系的に理解することのなかった自社の活動や制度を、他社の事例等を知る

ことにより、客観的に理解することができたこと。 

・情報交換会の事前アンケートでテーマごとに他社の状況を把握できたこと。 

・当初はまったく何をしていいかわからなかったが、他社との情報交換を通じて、自分な

りに監査活動の進め方を形作ることができた。内部監査部門との連携、内部通報制度の

在り方など他社の事例を参考に改善点を検討することができた。 

・地方ではまずお目にかかれない先生の話を聞くことができる。 

・部会やその懇親会に出席して、本音の話を聞く事で、教科書等に無い、監査役の実務を

知り、自社の監査活動のあるべき姿を考える事ができた。 

・新しい仲間との交流により、他社実務事例の学習や本音の情報交換ができて大変有益

である。 

・どうしたらいいのかなという疑問や課題、悩みを共感したり、貴重なサジェスチョン 

 やヒントが得られる。 

・これまで、社外の人と会って情報交換をする機会が少なかったが、困っている件や知り

たい件に関して、他社監査役からの生の声を聴くことができた。 

社内では得られない監査役としての立ち位置や考え方など、他社の好事例を吸収して

自社の監査役業務を更新できたこと。 

・経験の浅い方も長い方も、世代も立場も違う中、同じルールの下で、何故か迷ったり、

参考を探したりとしていることを共有することの経験を多くさせていただけました。

また、自身への変革や会社におけるヒントなど多くの収穫をさせていただけたことが

何よりも収穫であり、大変、感謝しております。 

・例えば、監査等委員会の実効性評価とか、監査等委員会の運営とか、社外取締役間（監
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査等委員であるものと、でないものとの）の連携活動など、実運営面での情報交換があ

りがたい。 

・監査役等の実務の「実際の感じ」がよく掴めたことは大変参考になった（自社でも実践

したい手法や、自社と同じ悩みへの解決法などの情報が得られた）。 

・新任監査役等情報交換会において、初めて監査役となる方々との様々な思いと不安を

共有することで、社内では一人で行う監査に対する不安を払拭でき、また連絡先を交換

し、以後も連絡することができるようになったこと。 

・他社の監査活動報告は全て自社の監査活動の見直しや新たな取組の指針となり、出席

してよかったと思います。また部会に有志で行われる懇親会の場で拝聴する旬の話題

の事例研究や意見交換はより実務的で参考になりました。有難うございました。 

 


